
【チェックの⼿順】

1. 各チェック項⽬について、そこで述べられている対策について次のように記⼊します。

A) その対策が実施されておらず必要と思われる場合は、
「□実施されていないので取組が必要」

の□にレ印をつけてください。そして、具体的に何をどう実施するのがいいか、ア
イディアをメモ欄に記⼊してください。

B) その対策がすでに講じられていても、改善が必要と思われる場合は、
「□実施されているが改善が必要」

の□にレ印をつけてください。そして、そう思われる理由をメモ欄に記⼊して下さ
い。

C) その対策がすでに講じられていて、今のままでよい場合は、
「□既に実施されているためこのまま継続」

の□にレ印をつけてください。そして、すでに⾏われている対策の内容をメモ欄に
記⼊してください。

D) その対策を講じる必要がない場合は、
「□実施する必要がない」

の□にレ印をつけてください。そして、その理由をメモ欄に記⼊してください。

E) つぎに、
「□実施されていないので取組が必要」
「□実施されているが改善が必要」

に印のついた⼀つ⼀つの項⽬について、その対策を優先して取り上げたほうがよい
ものに、「□ 優先」の□にレ印をつけてください。
なお、取組や改善は必要と考えるが優先して取り上げることが難しい場合には、そ
の理由（問題点や課題など）をメモ欄に記⼊してください。

2. このチェック結果は、グループ討議を通して、暑熱対策に関する優先課題の洗い出しに使
うことを⽬標にしています。グループ討議に役⽴ちそうな感想も、適宜、書きとめておい
てください。
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このアクションチェックリストは、「暑熱対策分野における適応アクショ
ンプラン」に⽰されている適応アクションを今後実践していただくにあたり、
様々な取組のうちどの取組が必要か、そのうちどれから優先的に取り組んで
いけばよいか等の洗い出しを援⽤するために作成したものです。
本アクションチェックリストを使って、所属課内や関係部局間でグループ

討議を⾏うことで、既に実施されている取組やその実施状況、今後の実施が
必要と思われる取組とその優先度などの情報が、グループ内で共有できます。
関係者間の合意形成・意思決定ツールとしてご活⽤ください。

気候変動適応九州・沖縄広域協議会からも、情報提供や助⾔は可能です。
協議会事務局までお気軽にご相談ください。

実践の流れ

実践リーフレット
参照

アクション
チェックリスト

アクションプラン
参照

暑熱対策分野における適応アクションプラン
アクションチェックリスト

気候変動適応における広域アクションプラン策定事業 九州・沖縄地域

このアクションチェックリストについて

令和5年3⽉ 環境省九州地⽅環境事務所（気候変動適応九州・沖縄広域協議会 事務局）



1‐1 情報伝達ルート

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

①既存の情報伝達ルートの確
認
庁内で既に利⽤されている情
報伝達ルート（防災情報、気
象情報、健康・スポーツ関連
情報など）を確認する。
担当部課：________________

STEP1

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

②既存の情報伝達ルートの活
⽤
庁内で既に利⽤されている情
報伝達ルートの課題を把握し
改善を試みながら、同じルー
トで熱中症警戒アラート等の
情報を発信する。
担当部課：________________

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

③既存のルートの活⽤の継続
庁内の情報伝達ルートを活⽤
した熱中症警戒情報の周知の
取組を、地域気候変動適応計
画等に組み込むことにより、
今後の継続を⽬指す。
担当部課：________________

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

④庁外の情報伝達ルートの確
認
外部団体と地⽅公共団体が連
携した情報伝達ルートなど、
連携すると効果的な庁外の情
報伝達ルートを把握する。
担当部課：________________

STEP2

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

⑤新たな情報伝達ルートの検
討
庁内の情報伝達ルートの改良
や、庁外関係機関との連携な
ど、エンドユーザーに確実に
情報が届く効率的な情報伝達
体制を検討する。
担当部課：________________

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

⑥新たなルートの構築・運⽤
様々な媒体を活⽤しながら、
効果的な情報伝達ルートを構
築・運⽤し、その継続を図る。
担当部課：________________

1

暑熱対策
アクションプランp.25
「ア.【知る】既存の情
報伝達ルートの確
認」参照

暑熱対策
アクションプランp.27
「イ.【伝える】既存の
情報伝達ルートを活
⽤した熱中症警戒情
報の発信」参照

暑熱対策
アクションプランp.30
「ウ.【継続する】情報
伝達ルートの活⽤の
継続」参照

暑熱対策
アクションプランp.31
「ア.【知る】庁外を含
む情報伝達ルートの
確認」参照

暑熱対策
アクションプランp.35
「イ.【考える】新たな
情報伝達ルートの検
討」参照

暑熱対策
アクションプランp.37
「ウ.【実⾏する】新た
な情報伝達ルートの
構築と運⽤」参照
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実施場所実施⽇

参加者(参加部局)

メモ欄

グループ討議の記録



1‐2 効果的な注意喚起

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

①従来の取組の確認
これまでの注意喚起の取組
（チラシやパンフレット、
ホームページや声かけなど）
について、いつ、誰（部局）
が、どのような対象者に、何
を使って、どのような注意喚
起を⾏ってきたか、その内容
を確認する。
担当部課：________________

STEP1

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

②従来の取組の内容検討
これまでの注意喚起の取組に
ついて、得られている効果や
課題などを把握し、改善を図
る。
担当部課：________________

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

③従来の取組の継続
これまでの注意喚起の取組に
ついて、地域気候変動適応計
画等に組み込むことにより、
今後の継続を⽬指す。
担当部課：________________

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

④新たな注意喚起・⾏動促進
の取組の検討
テクノロジーの活⽤、事業
者・医療機関・地域の団体等
との連携、注意喚起の⼿段・
媒体の重層化などについて、
情報収集に努め、導⼊を検討
する。
担当部課：________________

STEP2

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

⑤新たな注意喚起・⾏動促進
の取組の実施
新たな注意喚起・⾏動促進の
取組の検討結果を踏まえ、実
⾏可能な取組を実施する。
担当部課：________________

2

暑熱対策
アクションプランp.42
「ア.【知る】従来の取
組の確認」参照

暑熱対策
アクションプランp.44
「イ.【⼯夫する】従来
の取組の内容検討」
参照

暑熱対策
アクションプランp.46
「ウ.【継続する】従来
の取組の継続」参照

暑熱対策
アクションプランp.47
「ア.【考える】新たな
注意喚起・⾏動促進
の取組の検討」参照

暑熱対策
アクションプランp.52
「イ.【実⾏する】新た
な注意喚起・⾏動促
進の取組の実施」参
照
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実施場所実施⽇

参加者(参加部局)

メモ欄

グループ討議の記録



2‐1 暑熱影響緩和に向けたまちづくり

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

①既存のクールスポットの活
⽤と機能保全
街路樹・緑地・河川空間など
の既存のクールスポットを積
極的に活⽤しながら、今後の
機能保全を図る。
担当部課：________________

STEP1

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

②従来の暑さ対策の継続
まちなかの暑さ対策（ミスト
散布、既存の⽇陰の活⽤な
ど）について、既に実施中の
取組の継続や、実⾏可能な範
囲内で新たな場所での設置・
稼働を⽬指す。
担当部課：________________

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

③クールスポットとしての既
存施設活⽤
地域の⺠間企業との連携等に
より、既存施設をクールス
ポットとして有効利⽤する取
組（クールシェア、熱中症⼀
時休憩所など）の実現を⽬指
す。
担当部課：________________

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

④⼩規模なクールスポットの
設置
ひさし、グリーンカーテン、
ミスト、⽇除けテント等、ピ
ンポイント/パーソナルなス
ケールのクールスポットの設
置を⽬指す。
担当部課：________________

STEP2

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

⑤暑熱に強いまちづくりの推
進
⼈⼯排熱の低減、地表⾯被覆
の改善、都市形態の改善など、
「暑熱に強いまちづくり」に
向けて、実⾏可能な範囲内で
取組を進めていくことを⽬指
す。
担当部課：________________

3

暑熱対策
アクションプランp.56
「ア.【保つ】既存の
クールスポットの活
⽤と機能保全」参照

暑熱対策
アクションプランp.57
「イ.【続ける】従来の
暑さ対策の継続」参
照

暑熱対策
アクションプランp.58
「ウ.【探す】クールス
ポットとしての既存
施設活⽤」参照

暑熱対策
アクションプランp.59
「ア.【増やす】⼩規模
なクールスポットの
設置」参照

暑熱対策
アクションプランp.61
「イ.【備える】暑熱に
強いまちづくりの推
進」参照
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実施場所実施⽇

参加者(参加部局)

メモ欄

グループ討議の記録



2‐2 教育、労働現場、避難所等での暑熱影響緩和に向けた取組

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

○⼩規模なクールスポットの
維持・強化
学校運動場へのミスト散布装
置の導⼊や⽇陰の創出など、
若年層のスポーツ時の発症予
防に効果的な取組について検
討し、実現を⽬指す。
担当部課：________________

STEP1

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

○災害時の避難所等の暑熱対
策
災害時には避難所として機能
し、平時には教育やスポーツ
活動が⾏われる学校体育館へ
の空調設備導⼊を優先的に検
討し、平時と災害時の熱中症
対策の両⽴を⽬指す。
担当部課：________________

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

○冷房の適切な使⽤に向けた
取組
屋内で熱中症で亡くなる⾼齢
者の多数がエアコンを使⽤し
ていない事実を受け、冷房の
適切な使⽤に向けた取組を推
進する。
担当部課：________________

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

○学校や運動公園等における
気温・暑さ指数の測定・公表
スポーツ活動の場や労働現場
における適切な活動管理のた
め、可能な範囲で、その場の
暑さ指数の測定・把握を⽬指
す。
担当部課：________________

STEP2

このような対策は
□実施されていないので取組が必要−−□優先
□実施されているが改善が必要−−−−□優先
□既に実施されているためこのまま継続
□実施する必要がない

メモ__________________________________________

______________________________________________

○⾏政の発注業務の中で暑熱
対策を配慮する取組
地⽅公共団体が発注する⼯事
や業務において、熱中症対策
に配慮した取組が促進される
ようなしくみづくりを⽬指す。
担当部課：________________

4

暑熱対策
アクションプランp.69
「ア.【増やす】⼩規模
なクールスポットの
維持・強化」参照

暑熱対策
アクションプランp.69
「イ.【備える】災害時
の避難所等における
暑熱対策」参照

暑熱対策
アクションプランp.72
「ウ.【伝える】冷房の
適切な使⽤に向けた
取組」参照

暑熱対策
アクションプランp.74
「ア.【測る】学校や運
動公園等における気
温・暑さ指数の測
定・公表」参照

暑熱対策
アクションプランp.76
「イ.【定める】⾏政の
発注業務の中で暑熱
対策を配慮する取
組」参照
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実施場所実施⽇

参加者(参加部局)

メモ欄

グループ討議の記録


